
 
 
 
 
 

■平成25年の国交省所管公共土木施設の災害査定結果について  

地方自治体が管理している公共土木施設で平成25年に被災したものについて、国土交通省が行って

きました災害復旧事業を決定するための災害査定が全て終了し、その結果を平成26年2月6日に公表さ

れましたのでご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから抜粋加筆 

 

 

地球をデザインする会社 

技 術 短 信 東光コンサルタンツの NO.100（橋梁）

BR-32

※ １ ： 都市・港湾局所管施設及び査定決定の保留分（ ５ 箇所、約４ ６ 億円） を除い
　　　　 ています。
 　　　　なお、数値は平成2 6年1月3 1日現在としての【速報値】を使用しているため、
　　　　 最終値は違ってくる場合があります。

１ ， Ｈ ２ ５年被災の特徴： ７ ～ ８ 月の梅雨前線豪雨、９ ～ １ ０月の
　　　断続的な台風上陸などにより、Ｈ ２ ４ を上回る被災箇所数。
　　　特に、東北・近畿・中国地方に被災が集中。

２ ， 査定決定箇所： １ ４ ， ８ ９ ２ 箇所（ 平成２ ４ 年の１ ． １ ０ 倍）

３ ， 査定決定金額： １ ， ５ ７ ５ 億円（ 過去４ 年（ 平成２ ３ 年を除く）
　　　平均の１ ． ５ ８ 倍）

４ ， 都道府県別の査定決定額： 別紙のとおり。上位３ 都道府県は以
　　　下のとおり。
 　　　　　　　　１ 位： 島根県（ １ ７ ８ 億円）
 　　　　　　　　２ 位： 山口県（ １ ４ ９ 億円）
 　　　　　　　　３ 位： 岩手県（ １ ４ ５ 億円）

平成25年災害査定の特徴

５ ， 平成２ ５ 年の「災害査定」に出動した国土交通省職員の延べ人
　　　員は８ ５ ７ 名、査定に要した延べ日数は３ ， ３ ７ １ 日（ 平成２
　　　 ４ 年は延べ人員は７ ４ ６ 名、査定に要した延べ日数は２ ，９ ６
　　　 １ 日） となっています。

６ ， 緊急調査： 地方自治体の要請に基づき、災害査定前においても
　　　国土交通省防災課職員が現地に赴き復旧工法などの助言をす
　　　る仕組であり、Ｈ ２ ５ 年は、山口、山形、島根、福井、岩手の５
　　 県において緊急調査を実施。

注） 災害査定とは： 河川・道路など被災した公共土木施設の復旧工事に迅速に着手
　　 できるように、施設管理者である自治体の準備が整い次第、国の職員が被災現地
　　　に赴いて、被災箇所毎に復旧工法と復旧事業費を調査の上決定する制度。
 　　 なお、災害査定前であっても施設管理者の判断により、復旧工事に着手すること
　　　は可能。

箇所 決定額
1 北海道 121 1,812,460
2 青森県 501 4,073,412
3 岩手県 1,291 14,535,913
4 宮城県 100 677,468
5 秋田県 514 5,511,703
6 山形県 600 7,622,664
7 福島県 411 3,430,977
8 茨城県 41 513,967
9 栃木県 19 102,344

10 群馬県 66 1,268,900
11 埼玉県 7 136,378
12 千葉県 398 3,601,510
13 東京都 12 361,305
14 神奈川県 5 100,671
15 新潟県 592 8,741,040
16 富山県 72 643,900
17 石川県 237 1,535,454
18 福井県 286 5,012,637
19 山梨県 37 442,403
20 長野県 490 6,062,340
21 岐阜県 179 1,535,529
22 静岡県 74 2,548,763
23 愛知県 68 556,956
24 三重県 474 5,236,392
25 滋賀県 291 6,724,814
26 京都府 1,040 8,252,878
27 大阪府 44 646,426
28 兵庫県 558 6,493,613
29 奈良県 314 2,890,344
30 和歌山県 336 4,659,846
31 鳥取県 154 1,811,148
32 島根県 2,006 17,785,240
33 岡山県 675 4,047,135
34 広島県 318 1,717,476
35 山口県 860 14,916,374
36 徳島県 61 435,341
37 香川県 79 630,720
38 愛媛県 224 1,378,703
39 高知県 305 1,648,226
40 福岡県 122 1,058,895
41 佐賀県 42 140,187
42 長崎県 126 440,451
43 熊本県 198 1,022,271
44 大分県 113 793,370
45 宮崎県 113 663,616
46 鹿児島県 123 772,702
47 沖縄県 8 54,051
48 札幌市 0 0
49 仙台市 0 0
50 さいたま市 0 0
51 千葉市 0 0
52 川崎市 0 0
53 横浜市 0 0
54 相模原市 0 0
55 新潟市 0 0
56 静岡市 3 77,119
57 浜松市 7 115,265
58 名古屋市 2 573,050
59 京都市 163 1,656,329
60 大阪市 0 0
61 堺市 0 0
62 神戸市 9 58,506
63 岡山市 0 0
64 広島市 0 0
65 北九州市 0 0
66 福岡市 0 0
67 熊本 3 13,459

14,892 157,542,641

都道府県別の平成25年度査定決定額

　　　　　 国土交通省所管（都市・港湾局を除く）
　　　　　　　　H26.1.31現在　　【速報値】　（千円）

※1 上記の表は、査定決定の保留分（5箇所、約46億円）を除く
※2 数値は【速報値】を使用しているため、最終地は違ってくる
　　　場合があります。
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□PC 斜材付π型ラーメン橋の耐震補強対策手法の検討 

～数多くの橋梁の中から耐震補強の必要性の優先順位を簡易手法を用いて決めた事例紹介～ 

1. はじめに 

本報告は、PC 斜材付π型ラーメン橋（斜π橋）の耐震補強対策の必要性の有無を簡易判定方法を用いて行ったもので

す。 

2. 業務を進める上での課題及び問題点 

今回、対象となりました高速道路上の斜π橋約 60 橋について道路橋示方書に基づきフレームモデル非線形動的解析に

より照査した結果、橋軸直角方向のレベル 2 地震時において、ほとんどの橋が耐震性を満足しないことが判明しました。 
しかし、限られた予算や期間で全てを補強することは困難であるため、優先順位を決める必要が生じました。そこで、

「補強すべき必要最小限の橋梁を抽出する」ための簡易な判定方法を考案し、その判定方法を用いて評価しました。 

3. 技術的提案 

1)破壊現象の把握 
斜π橋では、垂直材が沈下して残留沈下が生じると、桁が変形、倒壊へと至り

ます（図-1）。そこで、橋の重要性、損傷レベル、復旧性を考慮し、残留沈下の

発生有無による新しい判定基準を設定することを提案しました。 
3）簡易な耐震性能判定方法の設定 
 非線形動的解析にて検証した結果、垂直材と斜材において、上部工重量（桁高） 

と曲げ降伏耐力との間に相関性が見られることが確認されたことから、これらの結果をもとに判定ラインを設定し、耐

震性能を簡易判定できるグラフを作成しました。次に、この簡易判定グラフに各パラメータの値をプロットする方法を

行い、約 60 橋の既設斜π橋について補強の必要性の判定を行いました（図-2、図-3 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 現時点での再評価 

高速道路会社の調査結果集計によれば、約 2,000 橋ある全国の PC 斜π橋の内、補強優先度の高い橋が 22％、補強不

要と判断された橋が 66％と本検討の結果と傾向が同じであり、今回の妥当性を確認しました。 

なお、本検討は、平成 8 年及び平成 14 年の道路橋示方書に準拠して検討しましたが、許容変位の算出方法が平成 24
年道路橋示方書では改定されており、現行示方書は橋の「各耐震性能における限界状態」と「橋の損傷状態や抵抗特性」

と関連付けた考え方となっています。これは、現時点で本検討を振り返ると、現行示方書の考え方である性能設計を先

取りしたものであったと思われます。 
 

倒壊する可能性がある

⑤ 残留沈下が発生するが倒壊しない
α＝0.75

曲げ破壊危険度
④ 残留沈下が発生しない

α＝1.0
③ 水平耐力が低下しない

α＝1.2
② 致命的な被害を受けない

α＝1.5
① 限定された損傷にとどめる
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図-1　斜π橋模式図

図-3　判定方法の概略図

図-2　簡易判定グラフのイメージ図
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